
①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

電子制御工学概論 一部開講

様式２－３

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

電子制御工学科（令和5年度以前入学生）では以下の科目を全て修得することにより、本教育プログラムを修了できる。
電子制御工学概論（1年）、情報処理Ⅰ（2年）、情報処理Ⅱ（3年）、電子制御工学実験Ⅰ（3年）、応用数学A（3年）

電子制御工学科（令和6年度以降入学生）では以下の科目を全て修得することにより、本教育プログラムを修了できる。
電子制御工学概論（1年）、情報処理１（2年）、情報処理２（3年）、電子制御工学実験１（3年）、応用数学１（3年）

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

電子制御工学概論 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○

4 ○ ○

4 ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○

4 ○ ○ ○

1 ○ ○

4 ○ ○ ○

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

情報処理２（令和6年度以降入学生） 一部開講

電子制御工学概論 一部開講

情報処理１（令和6年度以降入学生） 一部開講

情報処理Ⅰ（令和5年度以前入学生） 一部開講

情報処理Ⅱ（令和5年度以前入学生） 一部開講

電子制御工学概論 一部開講

電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生） 一部開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生） 一部開講

応用数学A（令和5年度以前入学生） 一部開講

電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生） 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・
データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

応用数学１（令和6年度以降入学生） 一部開講

電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生） 一部開講

-2-



⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

情報系との関わり　「電子制御工学概論」（２、７回目）
電気電子系との関わり　「電子制御工学概論」（９～１３回目）
機械系との関わり　「電子制御工学概論」（３～６，８回目）
基礎科学との関わり　「電子制御工学概論」（１４回目）
計測と制御との関わり　　「電子制御工学概論」（１５回目）

情報系との関わり　「電子制御工学概論」（２、７回目）
電気電子系との関わり　「電子制御工学概論」（９～１３回目）
機械系との関わり　「電子制御工学概論」（３～６，８回目）
基礎科学との関わり　「電子制御工学概論」（１４回目）
計測と制御との関わり　　「電子制御工学概論」（１５回目）

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

イントロダクション　「電子制御工学概論」（１回目）

情報系との関わり　「電子制御工学概論」（２、７回目）
電気電子系との関わり　「電子制御工学概論」（９～１３回目）
機械系との関わり　「電子制御工学概論」（３～６，８回目）
基礎科学との関わり　「電子制御工学概論」（１４回目）
計測と制御との関わり　　「電子制御工学概論」（１５回目）
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

プログラミングの基礎とプログラミング環境　「情報処理Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（１～３０回目）
プログラミングの応用　「情報処理Ⅱ（令和5年度以前入学生）」（１～３０回目）
プログラミングの基礎とプログラミング環境　「情報処理１（令和6年度以降入学生）」（１～３０回目）
プログラミングの応用　「情報処理２（令和6年度以降入学生）」（１～３０回目）

情報系との関わり　「電子制御工学概論」（２、７回目）
電気電子系との関わり　「電子制御工学概論」（９～１３回目）
機械系との関わり　「電子制御工学概論」（３～６，８回目）
基礎科学との関わり　「電子制御工学概論」（１４回目）
計測と制御との関わり　　「電子制御工学概論」（１５回目）

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

情報リテラシー　「電子制御工学概論」（２回目）

安全教育とレポート執筆要領　「電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（前期１～３回目）
安全教育とレポート執筆要領　「電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生）」（前期１～３回目）

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

統計(度数分布，データの整理，統計量の計算，平均，分散・標準偏差)　「応用数学A（令和5年度以前入
学生）」 （9回目），確率(確率の定義)　「応用数学A（令和5年度以前入学生）」 （10回目），確率(事象の性
質，確率の性質・公理，加法定理) 　「応用数学A（令和5年度以前入学生）」（11回目），確率(条件付き確
率，乗法定理，事象の独立，ベイズの定理) 　「応用数学A（令和5年度以前入学生）」（12回目），確率(試
行の独立，反復試行の確率) 　「応用数学A（令和5年度以前入学生）」（13回目），確率分布(離散分布，２
項分布，平均，分散・標準偏差) 　「応用数学A（令和5年度以前入学生）」（14回目）
統計(度数分布，データの整理，統計量の計算，平均，分散・標準偏差)　「応用数学１（令和6年度以降入
学生）」 （9回目），確率(確率の定義)　「応用数学１（令和6年度以降入学生）」 （10回目），確率(事象の性
質，確率の性質・公理，加法定理) 　「応用数学１（令和6年度以降入学生）」（11回目），確率(条件付き確
率，乗法定理，事象の独立，ベイズの定理) 　「応用数学１（令和6年度以降入学生）」（12回目），確率(試
行の独立，反復試行の確率) 　「応用数学１（令和6年度以降入学生）」（13回目），確率分布(離散分布，２
項分布，平均，分散・標準偏差) 　「応用数学１（令和6年度以降入学生）」（14回目）

安全教育とレポート執筆要領　「電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（前期１～３回目）
安全教育とレポート執筆要領　「電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生）」（前期１～３回目）

実測データを用いた実験演習「電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（前期４～１４回目）
実測データを用いた実験演習「電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（後期１～８回目）
自由製作課題の設定、立案、製作、発表「電子制御工学実験Ⅰ（令和5年度以前入学生）」（後期９～１４回目）
実測データを用いた実験演習「電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生）」（前期４～１４回目）
実測データを用いた実験演習「電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生）」（後期１～８回目）
自由製作課題の設定、立案、製作、発表「電子制御工学実験１（令和6年度以降入学生）」（後期９～１４回目）
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⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

数理・データサイエンス・AIの基礎であるデータの処理能力（読む、説明する、扱う）と、社会変化で必要とされるデータ活用を理解し、自らの
専門科目へ応用する能力が身に付く。

https://www.gifu-nct.ac.jp/campuslife/datascience/
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

空間情報工学（令和6年度以前入学生） 一部開講

シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生） 一部開講

様式２－４

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

環境都市工学科（令和6年度以前入学生）では以下の科目を全て修得することにより、本教育プログラムを修了できる。
空間情報工学（4年）、基礎実験Ⅱ（4年）、技術者倫理（5年）

環境都市工学科（令和7年度以降入学生）では以下の科目を全て修得することにより、本教育プログラムを修了できる。
シビルエンジニアリング入門実習（1年）、プログラミング（3年）

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

プログラミング（令和7年度以降入学生） 一部開講

空間情報工学（令和6年度以前入学生） 一部開講

シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生） 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

プログラミング（令和7年度以降入学生） 一部開講
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

1.5 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

3 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

空間情報工学（令和6年度以前入学生） 一部開講

プログラミング（令和7年度以降入学生） 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

技術者倫理（令和6年度以前入学生） 一部開講

シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生） 一部開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

基礎実験II（令和6年度以前入学生） 一部開講

プログラミング（令和7年度以降入学生） 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・
データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

数理計画学II（令和6年度以前入学生） 4-1統計および数理基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

・UAV測量で得られるデータの社会での活用事例：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）：「シビルエンジニアリング入門実習
（令和7年度以降入学生）」（前期3回目）
・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど：「プログラミング（令和7年度
以降入学生）」（後期3回目）

・UAV測量で得られるデータの活用領域：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
・データ・AI活用領域の広がり：「シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生）」（前期1～2回
目）、「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期1回目）

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

・UAV測量を取り巻く社会変化：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
（UAV測量は、上空からUAVで地上を撮影し、写真測量を行うことにより、地上の形状を計測することがで
きる手法であり、近年、ICT技術を活用したi-Constructionの一環として推進されている現在進行中の社会
変化に対応した最新の測量技術である。）
・データ駆動型社会：「シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生）」（前期1～2回目）、「プロ
グラミング（令和7年度以降入学生）」（後期1回目）

・UAV測量のデータ利活用の最新動向：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
・AI最新技術の活用例：「シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生）」（前期1～2回目）、
「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期1回目）

-8-



1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

・UAV測量のデータ利活用のための技術：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
・データ可視化：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期4回目）

・UAV測量のデータ利活用の現場：「空間情報工学（令和6年度以前入学生）」（1～5回目）
・データサイエンスのサイクル：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期3～4回目）

本プログラムを通して、数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するものであるデジタル社会の基礎知識（読み・書き・そろばんの
素養）を身に付けることができる。さらに、それを自らの専門分野に活用することができる。

https://www.gifu-nct.ac.jp/campuslife/datascience/

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・高度情報化社会におけるデータ利活用における留意事項：「技術者倫理（令和6年度以前入学生）」（13
～15回目）
・データ・AIを利活用する上で知っておくべきこと：「シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学
生）」（前期9回目）

・高度情報化社会におけるデータを守る上での留意事項：「技術者倫理（令和6年度以前入学生）」（13～
15回目）
・データを守る上で知っておくべきこと：「シビルエンジニアリング入門実習（令和7年度以降入学生）」（前期
14回目）

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・実データを読む：「基礎実験II（令和6年度以前入学生）」材料実験（前期2～7回目）、構造実験（前期8～
12回目）、土質実験（後期1～5回目)、水理実験（後期6～10回目)
・データの種類：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期3～5回目）

・実データを説明する：「基礎実験II（令和6年度以前入学生）」材料実験（前期2～7回目）、構造実験（前期
8～12回目）、土質実験（後期1～5回目)、水理実験（後期6～10回目)
・データ表現：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期4～5回目）

・実データを扱う：「基礎実験II（令和6年度以前入学生）」材料実験（前期2～7回目）、構造実験（前期8～12
回目）、土質実験（後期1～5回目)、水理実験（後期6～10回目)
・データの集計：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期4回目）
・データの並び替え：「プログラミング（令和7年度以降入学生）」（後期12回目）
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令和 6年度入学生用 

教育課程表 

および 

カリキュラムツリー

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

岐阜工業高等専門学校 

-27-



専門科目（電子制御工学科） （令和6年度以降入学生）

1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 １ 講義 1 1

応 用 数 学 ２ 講義 ○ 2 2

応 用 数 学 ３ 講義 ○ 2 2

応 用 数 学 ４ 講義 ○ 2 2

応 用 物 理 １ 講義 2 2

応 用 物 理 ２ 講義 ○ 2 2

情 報 処 理 １ 講義 2 2

情 報 処 理 ２ 講義 2 2

電 子 制 御 工 学 概 論 講義 1 1

電 磁 気 学 １ 講義 2 2

電 磁 気 学 ２ 講義 ○ 2 2

電 気 回 路 １ 講義 1 1

電 気 回 路 ２ 講義 2 2

電 子 回 路 講義 2 2

計 測 工 学 講義 ○ 2 2

制 御 工 学 １ 講義 ○ 2 2

制 御 工 学 ２ 講義 ○ 2 2

機 械 運 動 学 １ 講義 2 2

機 械 運 動 学 ２ 講義 ○ 2 2

材 料 力 学 １ 講義 2 2

技 術 者 倫 理 講義 1 1

電 子 制 御 基 礎 演 習 １ 演習 1 1

電 子 制 御 基 礎 演 習 ２ 演習 1 1

電 子 制 御 設 計 製 図 演習 2 2

電 子 制 御 工 学 実 験 １ 実験・実習 4 4

電 子 制 御 工 学 実 験 ２ 実験・実習 4 4

電 子 制 御 総 合 演 習 演習 2 2

電 子 制 御 工 学 実 習 １ 実験・実習 2 2

電 子 制 御 工 学 実 習 ２ 実験・実習 2 2

工 学 基 礎 研 究 演習 4 4

卒 業 研 究 実験・実習 12 12

72 3 8 20 29 12

応 用 物 理 ３ 講義 ○ 2 2

情 報 処 理 ３ 講義 ○ 2 2

情 報 応 用 工 学 講義 ○ 2 2

電 気 応 用 工 学 講義 ○ 2 2

電 子 応 用 工 学 講義 ○ 2 2

制 御 工 学 ３ 講義 ○ 2 2

材 料 力 学 ２ 講義 ○ 2 2

ロ ボ ッ ト 工 学 講義 ○ 2 2

機 械 応 用 工 学 講義 ○ 2 2

Ａ Ｉ 実 践 演習 〇 2 2

20 20

14以上 14以上

92 3 8 20 29 32

86以上 3 8 20 29 26以上

81 30 25 13 9 4

167以上 33 33 33 38 30以上

1

2

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計

合 計 修 得 単 位 数

学修単位欄に○印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科目を示し、空欄のものは同条第２項

に規定する授業科目を示す。

必

修

科

目

選

択

科

目

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を示す。

小 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数

選 択 科 目 修 得 単 位 数

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

備　考授　業　科　目
授業

種別

学修

単位
単位数

学　年　別　配　当
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

（E）

（E－１）

専門科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（D－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：機械工学分野・電気電子工学分野・情報工学分野＞

（Ｂ）

（Ｂ－１）

専門科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

電子制御工学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和6年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ４年 ５年 １年 ２年

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

２年 ３年

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（○） 美術（○）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

電子制御工学概論（○）

電子制御工学概論（◎）

電子制御工学概論（○） 情報処理１（○） 情報処理１（○） 情報処理２（○）情報処理２（○） 情報処理３（○）

技術者倫理（◎）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）

電子制御設計製図（○）電子制御設計製図（○）

電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○）電子制御工学実験１（○）

電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験１（○） 電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○）電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○） 電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実験２（○）電子制御工学実験２（○）

電子制御工学実習１（○） 電子制御工学実習２（○）

電子制御工学実習１（○） 電子制御工学実習２（○）

電子制御工学実習２（○）電子制御工学実習１（○）

工学基礎研究（◎）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

情報応用工学（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

工学基礎研究（○）

卒業研究（◎）卒業研究（◎）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

卒業研究（○）卒業研究（○）

電子制御総合実習（○）

電子制御総合実習（○）

応用数学１（◎）

応用数学４（◎）応用数学３（◎）

応用物理１（◎） 応用物理１（◎） 応用物理２（◎） 応用物理２（◎） 応用物理３（◎）

応用数学２（◎）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

国語B（◎） 国語B（◎）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎） 国語A（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期）（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実習１（◎）

特別実習２（○）

特別実験(後期)（◎）

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ特論（◎）

拡散現象論（◎）回路網学（◎）

電気機器特論（◎）ディジタルシステム

基礎（◎）

構造解析学特論（◎）

情報処理１（◎）

電子制御工学概論（◎）

情報処理１（◎） 情報処理２（◎）

電磁気学１（◎）

情報処理２（◎）

電磁気学１（◎）

電気回路２（◎）電気回路２（◎）

電子回路（◎） 電子回路（◎）

機械運動学１（◎） 機械運動学１（◎）

材料力学１（◎） 材料力学１（◎）電子制御設計製図（◎）電子制御設計製図（◎）

電子制御工学実験１（◎） 電子制御工学実験１（◎）電子制御工学実習１（◎） 電子制御工学実習２（◎）

情報処理３（◎）

電磁気学２（◎）

制御工学３（◎）

計測工学（◎）

制御工学２（◎）制御工学１（◎）

ロボット工学（◎）

機械運動学２（◎）

材料力学２（◎）

情報応用工学（◎）

電子応用工学（◎）

電気応用工学（◎）

機械応用工学（◎）

電子制御工学実験２（◎） 電子制御工学実験２（◎）

工学基礎研究（◎） 卒業研究（◎） 卒業研究（◎）電子制御総合実習（◎）

総合理科（○）

電子制御基礎演習１（○） 電子制御基礎演習２（○）

電子制御基礎演習１（◎） 電子制御基礎演習２（◎）

電気回路１（◎）

電子制御基礎演習１（◎） 電子制御基礎演習２（◎）

AI実践（◎）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

生命科学（◎）

物質化学（◎）

応用物理学（◎） 統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

ヒューマンイン

ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

特別実習１（○） 特別実習１（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

情報工学（○）

画像情報処理（○）

特別研究１(後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

-29-



令和 7年度入学生用 

教育課程表 

および 

カリキュラムツリー

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

岐阜工業高等専門学校 
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専門科目（環境都市工学科） （令和7年度以降入学生）

1年 2年 3年 4年 5年

応 用 数 学 講義 2 2

応 用 物 理 講義 2 2

シビルエンジニアリング入門 講義 1.5 1.5

シビルエンジニアリング入門実習 実験・実習 1.5 1.5

環 境 都 市 工 学 基 礎 Ⅰ 講義 2 2

環 境 都 市 工 学 基 礎 Ⅱ 講義 2 2

環 境 都 市 工 学 基 礎 実 習 Ⅰ 実験・実習 2 2

環 境 都 市 工 学 基 礎 実 習 Ⅱ 実験・実習 2 2

環 境 都 市 工 学 実 習 Ⅰ 実験・実習 4 4

環 境 都 市 工 学 実 習 Ⅱ 実験・実習 4 4

総 合 実 験 実験・実習 2 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 演習 1 1

設 計 製 図 演習 2 2

構 造 力 学 Ⅰ 講義 2 2

構 造 力 学 Ⅱ 講義 2 2

構 造 設 計 学 講義 1 1

水 理 学 Ⅰ 講義 2 2

水 理 学 Ⅱ 講義 2 2

応 用 水 理 学 講義 ○ 2 2

地 盤 力 学 Ⅰ 講義 2 2

地 盤 力 学 Ⅱ 講義 2 2

地 盤 工 学 講義 ○ 2 2

数 理 計 画 学 Ⅰ 講義 2 2

数 理 計 画 学 Ⅱ 講義 1 1

都 市 工 学 講義 1 1

コ ン ク リ ー ト 工 学 Ⅰ 講義 2 2

コ ン ク リ ー ト 工 学 Ⅱ 講義 2 2

測 量 学 講義 1 1

測 量 実 習 実験・実習 2 2

空 間 情 報 工 学 演習 1 1

社 会 基 盤 工 学 講義 1 1

建 設 マ ネ ジ メ ン ト 講義 1 1

環 境 工 学 Ⅰ 講義 1 1

環 境 工 学 Ⅱ 講義 2 2

循 環 型 社 会 形 成 論 講義 ○ 2 2

総 合 演 習 Ⅰ 演習 1 1

総 合 演 習 Ⅱ 演習 1 1

卒 業 研 究 実験・実習 10 10

76 3 8 21 23 21

構 造 解 析 学 講義 ○ 2 2

河 川 水 文 学 講義 ○ 2 2

地 盤 力 学 Ⅲ 講義 ○ 2 2

都 市 交 通 計 画 講義 ○ 2 2

実 践 コ ン ク リ ー ト 工 学 講義 ○ 2 2

環 境 生 物 ・ 生 態 学 講義 ○ 2 2

Ａ Ｉ 実 践 演習 ○ 2 2

14 14

10以上 10以上

90 3 8 21 23 35

86以上 3 8 21 23 31以上

81 30 25 13 9 4

167以上 33 33 34 32 35以上

1

2

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

一 般 科 目 修 得 単 位 数 計

合 計 修 得 単 位 数

学修単位欄に○印のある授業科目（同欄に学年の表示のあるものは当該学年のみ）は、第１３条第３項に規定する授業科目を示し、空欄のものは同条第２項

に規定する授業科目を示す。

必

修

科

目

選

択

科

目

授業種別欄は、授業の形態により、講義、演習、実験・実習及び実技の別を示す。

小 計

選 択 科 目 開 設 単 位 数

選 択 科 目 修 得 単 位 数

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

備　考授　業　科　目
授業

種別

学修

単位
単位数

学　年　別　配　当
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般科目

（Ａ－２）

環境都市工学科　学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ 本科一般科目　平成30年度以降入学生
本科専門科目　令和7年度以降入学生 先端融合開発専攻　令和4年度以降入学生

学習・教育
到達目標

授業科目名

本科 専攻科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 １年 ２年

（Ａ）

一般科目

（Ａ－１）

専門科目

一般科目

（Ａ－３）

専門科目

＜Ｄ－２：先端融合開発学域＞

（D－3）

専門科目

＜Ｄ－３：土木工学分野＞

（Ｂ）

一般科目

（Ｂ－１）

専門科目

一般科目

（Ｂ－２）

専門科目

（Ｃ）

一般科目

（Ｃ－１）

専門科目

一般科目

（Ｃ－２）

専門科目

（E）

一般科目

（E－１）

専門科目

一般科目

（E－２）

専門科目

（D）

一般科目

（Ｄ－１）

専門科目

（D－２）

専門科目

一般科目

（D－4）

専門科目

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

総合演習Ⅰ（○）

総合演習Ⅱ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

総合演習Ⅰ（○）

応用物理（◎） 応用物理（◎）

数理計画学Ⅰ（◎） 数理計画学Ⅰ（◎）

応用数学（◎） 応用数学（◎）

数理計画学Ⅱ（◎）

総合演習Ⅱ（◎）

総合演習Ⅱ（◎）

設計製図（〇） 設計製図（〇）

空間情報工学（◎）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎） 英語A（◎） 英語A（◎）

ドイツ語（◎）ドイツ語（◎） 中国語（◎） 中国語（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

国語A（◎）

国語B（◎）

総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎） 総合国語（◎）

英語A（◎）英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

英語A（◎）

英語B（◎）

英語C（◎）

地理（〇）

世界史（〇）

地理（〇）

世界史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

倫理（〇）

日本史（〇）

保健（○） 保健（○）

体育（◎） 体育（◎）

音楽（◎） 美術（◎）

体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎） 体育（◎）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）

数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○） 数学AⅠ（○） 数学AⅡ（○）

数学B（○） 数学B（○） 数学B（○） 数学B（○）

物理A（○） 物理BⅠ（○） 物理BⅡ（○）

化学A（○） 化学A（○） 化学B（○） 化学B（○）

世界史(〇) 日本史（〇） 日本史（〇）

地理（〇） 地理（〇） 倫理（〇） 倫理（〇）

政治経済（〇） 政治経済（〇） 現代社会と法（〇）現代社会と法（〇）世界史(〇)

特別実験(後期)（◎）

維持管理工学（◎）

環境計画学（◎）拡散現象論（◎）

建設計画学（◎）

水管理工学（◎）

建設振動学特論（◎）構造解析学特論（◎）

環境調整工学（◎） 都市形成論（◎）

構造力学Ⅰ（◎） 構造力学Ⅰ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅰ（◎）

水理学Ⅰ（◎） 水理学Ⅰ（◎）

地盤力学Ⅰ（◎） 地盤力学Ⅰ（◎）

環境工学Ⅰ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅰ（◎）

構造力学Ⅱ（◎） 構造力学Ⅱ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅱ（◎）

水理学Ⅱ（◎） 水理学Ⅱ（◎）

地盤力学Ⅱ（◎） 地盤力学Ⅱ（◎）

環境工学Ⅱ（◎） 環境工学Ⅱ（◎）

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学Ⅱ（◎）

地盤工学（◎）

都市工学（◎）測量学（◎） 測量学（◎）

数理計画学Ⅰ（○） 数理計画学Ⅰ（○） 数理計画学Ⅱ（○）

環境都市工学基

礎Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎Ⅰ（◎）

空間情報工学（◎）

循環型社会形成論

（◎）

構造設計学（◎）

建設マネジメント

（◎）

実践ｺﾝｸﾘｰﾄ工学

（◎）

応用水理学(◎）

河川水文学（◎）

地盤力学Ⅲ（◎）

環境生物・生態

学（◎）

設計製図（◎） 設計製図（◎）

都市交通計画◎）

社会基盤工学（◎）

総合理科（○）

総合演習Ⅰ（○） 総合演習Ⅱ（○）

卒業研究（○） 卒業研究（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門（○）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（○）
測量実習（○） 測量実習（○）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（○）

環境都市工学実

習Ⅰ（○）

環境都市工学実

習Ⅰ（○）

環境都市工学実

習Ⅱ（○）

環境都市工学実

習Ⅱ（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（○）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（○）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（○）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（○）

総合実験（○） 総合実験（○）

環境都市工学実

習Ⅰ（○）

環境都市工学実

習Ⅰ（○）

環境都市工学実

習Ⅱ（○）

環境都市工学実

習Ⅱ（○）

総合実験（○） 総合実験（○）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（◎）
測量実習（◎） 測量実習（◎）

環境都市工学実

習Ⅰ（◎）

環境都市工学実

習Ⅰ（◎）

環境都市工学実

習Ⅱ（◎）

環境都市工学実

習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅰ（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎Ⅰ（◎）

環境都市工学基

礎Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（◎）
プログラミング（◎）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（〇）

環境都市工学基

礎実習Ⅱ（〇）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（〇）

ｼﾋﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

入門実習（〇）
プログラミング（◎）

構造解析学(◎）

測量実習（〇） 測量実習（〇）

環境都市工学実

習Ⅰ（〇）

環境都市工学実

習Ⅰ（〇）

環境都市工学実

習Ⅱ（〇）

環境都市工学実

習Ⅱ（〇）

AI実践（◎）

英語特講2（◎）英語特講1（◎） 英語演習1（○） 英語演習2（○）

社会倫理学特論（○） 文学（○）

ヒューマンイン

ターフェースデ

ザイン（○）

計算力学（○）

企業経営概論（○） プロジェクト

マネジメント（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）

先端実験入門（○）

医療福祉工学特論（○）

航空宇宙工学特論（○） 空気力学特論（○）

材料分析工学（○）

循環型社会特論（○） 新エネルギー特論（○）

環境材料学（○）

情報工学（○）画像情報処理（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験(前期)（○） 創造工学実習（○）特別実験(後期)（○）

社会倫理学特論（◎)

特別実習１（○） 特別実習１（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験（前期)（○） 創造工学実習（○）

国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）国際連携実習１（○） 国際連携実習2（○）

特別研究１（後期）（○） 特別研究２（○）特別研究２（○）特別研究１(前期)（○）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実習1（◎） 特別実習1（◎）

特別実習2（○） 特別実習2（○）

特別研究１（後期）（◎） 特別研究２（◎）特別研究２（◎）特別研究１(前期)（◎）

特別実験（前期)（◎） 創造工学実習（◎）

生命科学（◎）

物質化学（◎）応用物理学（◎）

統計力学（○）

量子力学（○）

応用数学特論（○）

先端数学入門（○）

科学技術リテラシー

教育実習（○）
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取組概要

大学等名 岐阜工業高等専門学校

教育プログラム名 岐阜工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和4年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

▍プログラムの目的

学生の数理・データサイエンス・AIへの関心を高め、適切に理解・活用する基礎的な能力を育成することを目的とする。

▍身につけられる能力

数理・データサイエンス・AIの基礎を修得するとともに、自らの専門分野で活用する実践技術を得ることができる。

▍開講科目の構成と修了要件

学科ごとに定められたプログラムを構成する科目を履修し、単位を全て修得していること。

▍実施体制

運営責任者を校長とし、学生の授業アンケートや達成
度評価をもとに、教務会議、授業担当教職員、点検評
価・フォローアップ委員会が連携して教育プログラム
の運営・実施・点検・改善および進化を図る。

実践的能力の修得に向けて、Wi-Fi環境、LMS等に
より学習環境を整えた上で、各学科の教員が履修学
年に合わせた教材を用いた授業を実施する。

運営・改善

教務会議

点検・評価

点検評価・フォローアップ
委員会

ICT活用授業・学生支援

授業担当教職員

授業アンケート
達成度評価

学生

リテラシー
レベル

実施体制

学科 機械工学科 電気情報工学科
電子制御工学科 環境都市工学科

建築学科
令和5年度以前 令和6年度以降 令和6年度以前 令和7年度以降

学年・科目

1年: ものづくり入門

2年: 情報リテラシー

3年: 情報処理I

3年: 機械工学実験I

4年: 情報処理II

4年: 機械工学実験
II

4年: 機械工学基礎
研究

5年: 技術者倫理

1年: 電気電子設計
製図

2年: 論理学

2年: 電気情報工学
実験

3年: 電気情報工学
実験

3年: プログラミング

3年: 応用数学A

3年: 計算機アーキ
テクチャ

1年: 電子制御工学
概論

2年: 情報処理I

3年: 情報処理II

3年: 電子制御工学
実験I

3年: 応用数学A

1年: 電子制御工学
概論

2年: 情報処理1

3年: 情報処理2

3年: 電子制御工学
実験1

3年: 応用数学1

4年: 空間情報工学

4年: 基礎実験II

5年: 技術者倫理

1年: シビルエンジ
ニアリング入
門実習

3年: プログラミン
グ

1年: 建築学通論

3年: 情報処理

3年: デジタルデザ
インI

3年: 建築環境実験

3年: 環境社会学※

※平成31年度以前
入学生は4年

必要科目数・単位数 8科目13単位 7科目16単位 5科目10単位 5科目10単位 3科目5単位 ２科目2.5単位 5科目5単位
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